
 
 

考えよう「医療基本法」 
～日本医師会の具体的提言を受けて～ 

2014 年 10 月 19 日（日）14 時～17時 

場 所 中央大学駿河台記念館３７０号室 
   （JR お茶ノ水駅聖橋口、東京メトロ新御茶ノ水駅徒歩３分） 
参加費 無料 
主 催 患者の声協議会 

 医療政策実践コミュニティー（H-PAC）医療基本法制定チーム 
 患者の権利法をつくる会 

お問合せ先：患者の権利法をつくる会 
〒812-0054  福岡市東区馬出１丁目１０番２号 
    メディカルセンタービル九大病院前６Ｆ  

http://kenriho.org 
TEL:092-641-2150／FAX:092-641-5707 
E-mail:kenri-ho@gb3.so-net.ne.jp 
 

私たち主催三団体は、医療の憲法としての「医療基本法」制定の必要について一致し、
2012 年 4 月に「医療基本法共同骨子案」を発表、その早急な制定を求めてきました。一方、
日本医師会も、医療提供者の立場から検討を進め、本年４月に、医事法関係検討委員会が
「『医療基本法』の制定に向けての具体的提言（最終報告）」を答申しています。 
もはや、医療基本法は「必要性」でなく「具体的な内容」を議論する段階になりました。 
今回、日本医師会から、「具体的提言」をまとめた委員会の長である鈴木勝彦さん、常任理

事である今村定臣さんをシンポジストに迎え、主催三団体の「共同骨子案」との共通点・相違
点を議論することを通して、あるべき「医療基本法」の姿を考えていきます。 
この議論に、あなたも是非、参加して下さい。 

Program 
 基調報告 
 「日医案と三団体共同骨子の共通点・相違点」 
  前田哲兵氏（Ｈ-ＰＡＣ医療基本法制定チーム：

弁護士） 

シンポジスト 
  今村定臣氏（日本医師会常任理事） 

  鈴木勝彦氏（前日本医師会医事法関係検討委員
会委員長） 

  伊藤雅治氏（患者の声協議会：全国訪問看護事
業協会会長） 

  高島尚子氏（Ｈ-ＰＡＣ医療基本法制定チーム：
日本看護協会） 

   

コーディネーター 
  埴岡健一氏（患者の声協議会：東京大学公

共政策大学院特任教授） 

JR御茶ノ水駅 

明治大学 丸善 

ニコライ堂 

日大病院 

サンクレール 

駿河台記念館 

【会場案内図】 

小林洋二氏（患者の権利法をつくる会：弁護士） 
 


